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受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

(記
き

入
にゅう

してください。)

問題
番号

解 答 番 号

No.

1

No.

2

No.

3

1 43

1 32

432

6

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

�級
きゅう

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

択
たく

一
いつ

式
しき

種
しゅ

別
べつ

問
もん

題
だい

(第
だい

�種
しゅ

) 試
し

験
けん

問
もん

題
だい

次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから始
はじ

めてください。

=注
ちゅう

意
い

>

1唖これは試
し

験
けん

問
もん

題
だい

です。�頁
ぺーじ

まであります。

2唖No. 1〜No. 20 まで 20 問
もん

題
だい

があります。

必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから 20 問
もん

題
だい

すべてに解
かい

答
とう

してください。

3唖試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなについては、複
ふく

数
すう

の読
よ

み方
かた

がある場
ば

合
あい

があります。ふりがなは、問
もん

題
だい

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

がないものとします。

4唖解
かい

答
とう

は、別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

には、必
かなら

ず受
じゅ

検
けん

地
ち

、氏
し

名
めい

、受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

し受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をマーク(ぬりつぶす)し

てください。

5唖解
かい

答
とう

の記
き

入
にゅう

方
ほう

法
ほう

はマークシート方
ほう

式
しき

です。

記
き

入
にゅう

例
れい

1 432 のうちから､正
せい

解
かい

と思
おも

う番
ばん

号
ごう

をHBまたはＢの黒
くろ

鉛
えん

筆
ぴつ

(シャープペンシルの場
ば

合
あい

は、なるべくしんの太
ふと

いもの)でマーク(ぬりつ

ぶす)してください。

ただし、�問
もん

題
だい

に�つ以
い

上
じょう

のマーク(ぬりつぶ

し)がある場
ば

合
あい

は、正
せい

解
かい

となりません。

6唖解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は、消
け

しゴムできれいに消
け

してマーク(ぬりつぶす)し直
なお

してください。

�級 �種
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=No. 1> バックホウのブレーキに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 旋
せん

回
かい

駐
ちゅう

車
しゃ

ブレーキは、上
じょう

部
ぶ

旋
せん

回
かい

体
たい

の旋
せん

回
かい

動
どう

作
さ

を無
む

理
り

なく停
てい

止
し

させる。

3� 旋
せん

回
かい

ロックは、駐
ちゅう

車
しゃ

時
じ

に上
じょう

部
ぶ

旋
せん

回
かい

体
たい

を固
こ

定
てい

するために、旋
せん

回
かい

フレームとトラックフレームを

ピンでロックする。

39 走
そう

行
こう

ブレーキは、掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

時
じ

の機
き

体
たい

の移
い

動
どう

防
ぼう

止
し

にも用
もち

いられる。

3< 走
そう

行
こう

駐
ちゅう

車
しゃ

ブレーキは、傾
けい

斜
しゃ

地
ち

等
とう

に長
ちょう

時
じ

間
かん

停
てい

止
し

している場
ば

合
あい

に機
き

体
たい

の降
こう

下
か

を防
ぼう

止
し

する。

=No. 2> バックホウの特
とく

徴
ちょう

と主
おも

な用
よう

途
と

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 機
き

械
かい

の質
しつ

量
りょう

に見
み

合
あ

った掘
くっ

削
さく

力
りょく

が得
え

られ、硬
かた

い土
ど

質
しつ

にも適
てき

用
よう

できる。

3� 超
ちょう

小
しょう

旋
せん

回
かい

形
がた

は、フロント最
さい

小
しょう

旋
せん

回
かい

半
はん

径
けい

を小
ちい

さくするために伸
しん

縮
しゅく

アームを標
ひょう

準
じゅん

装
そう

備
び

してい

る。

39 ロングリーチタイプは、標
ひょう

準
じゅん

型
がた

よりもブームとアームを長
なが

くしてバケット容
よう

量
りょう

を小
ちい

さくして

いる。

3< 後
こう

方
ほう

超
ちょう

小
しょう

旋
せん

回
かい

形
がた

は、後
こう

端
たん

旋
せん

回
かい

半
はん

径
けい

が小
ちい

さいため、狭
きょう

あいな現
げん

場
ば

での作
さ

業
ぎょう

に適
てき

している。

=No. 3> ショベル系
けい

掘
くっ

削
さく

機
き

の特
とく

徴
ちょう

や用
よう

途
と

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれ

か。

34 グラップルアタッチメントを装
そう

着
ちゃく

すれば、物
もの

を掴
つか

んで持
も

ち上
あ

げることができる。

3� 油
ゆ

圧
あつ

圧
あっ

砕
さい

機
き

は、コンクリート版
ばん

等
とう

を油
ゆ

圧
あつ

シリンダからの力
ちから

をテコの原
げん

理
り

を使
つか

って破
は

砕
さい

する。

39 オフセットブームは、油
ゆ

圧
あつ

シリンダによりブーム全
ぜん

体
たい

を左
さ

右
ゆう

にスイングできる。

3< フェースショベルはバックホウのバケットを反
はん

転
てん

させたものである。

=No. 4> 油
ゆ

圧
あつ

ショベルの構
こう

造
ぞう

および機
き

能
のう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれ

か。

34 旋
せん

回
かい

装
そう

置
ち

は、上
じょう

部
ぶ

旋
せん

回
かい

体
たい

を旋
せん

回
かい

させる旋
せん

回
かい

モータと減
げん

速
そく

装
そう

置
ち

、旋
せん

回
かい

ベアリング、センタジョ

イントで構
こう

成
せい

されている。

3� 一
いっ

般
ぱん

に、原
げん

動
どう

機
き

にはターボチャージャ付
つき

ガソリンエンジンが採
さい

用
よう

されている。

39 一
いっ

般
ぱん

に、旋
せん

回
かい

装
そう

置
ち

は、内
うち

歯
は

車
ぐるま

構
こう

造
ぞう

のインナレースをピニオンで回
かい

転
てん

させる。

3< 旋
せん

回
かい

装
そう

置
ち

は、旋
せん

回
かい

油
ゆ

圧
あつ

モータには小
こ

型
がた

高
こう

速
そく

モータを用
もち

い、減
げん

速
そく

機
き

には平
ひら

歯
は

車
ぐるま

または遊
ゆう

星
せい

歯
は

車
ぐるま

を用
もち

いるものが多
おお

い。
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=No. 5> ショベル系
けい

掘
くっ

削
さく

機
き

の特
とく

徴
ちょう

と主
おも

な用
よう

途
と

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものは

どれか。

34 バックホウは、機
き

械
かい

が設
せっ

置
ち

された地
じ

盤
ばん

より低
ひく

い箇
か

所
しょ

の掘
くっ

削
さく

に適
てき

している。

3� 油
ゆ

圧
あつ

テレスコピック式
しき

クラムシェルは、狭
きょう

あい部
ぶ

の垂
すい

直
ちょく

方
ほう

向
こう

の掘
くっ

削
さく

に適
てき

している。

39 油
ゆ

圧
あつ

ショベルのクレーン作
さ

業
ぎょう

は用
よう

途
と

外
がい

使
し

用
よう

であり、特
とく

定
てい

の条
じょう

件
けん

を満
み

たす場
ば

合
あい

を除
のぞ

いて禁
きん

止
し

さ

れている。

3< ドラグラインは、硬
かた

い地
じ

盤
ばん

や砕
さい

石
せき

の原
げん

石
せき

山
やま

掘
くっ

削
さく

、積
つみ

込
こ

みに適
てき

している。

=No. 6> 油
ゆ

圧
あつ

ショベルの走
そう

行
こう

方
ほう

式
しき

と作
さ

業
ぎょう

性
せい

の比
ひ

較
かく

に関
かん

する下
か

表
ひょう

の'A)〜'C)に当
あ

てはまる走
そう

行
こう

方
ほう

式
しき

の組
くみ

合
あわ

せとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

走
そう

行
こう

方
ほう

式
しき

作
さ

業
ぎょう

性
せい 'Ａ) 'Ｂ) 'Ｃ)

狭
きょう

あい部
ぶ

での作
さ

業
ぎょう

性
せい

◎ 姶 ○

公
こう

道
どう

での走
そう

行
こう

性
せい

姶 ◎ ○

不
ふ

整
せい

地
ち

や軟
なん

弱
じゃく

地
ち

での

作
さ

業
ぎょう

性
せい ◎ 姶 △

◎最
さい

適
てき

○適
てき

△やや適
てき

姶不
ふ

適
てき

'Ａ) 'Ｂ) 'Ｃ)

34 ホイール式
しき

トラック式
しき

クローラ式
しき

3� トラック式
しき

クローラ式
しき

ホイール式
しき

39 クローラ式
しき

トラック式
しき

ホイール式
しき

3< クローラ式
しき

ホイール式
しき

トラック式
しき

�級 �種2
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=No. 7> 油
ゆ

圧
あつ

ショベルの下
か

部
ぶ

走
そう

行
こう

体
たい

への動
どう

力
りょく

伝
でん

達
たつ

系
けい

統
とう

に関
かん

する下
か

記
き

のフロー図
ず

の'A)〜'C)に当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

'Ａ) 'Ｂ) 'Ｃ)

34 減
げん

速
そく

機
き

コントロールバルブ 油
ゆ

圧
あつ

ポンプ

3� 減
げん

速
そく

機
き

油
ゆ

圧
あつ

ポンプ コントロールバルブ

39 油
ゆ

圧
あつ

ポンプ 減
げん

速
そく

機
き

コントロールバルブ

3< 油
ゆ

圧
あつ

ポンプ コントロールバルブ 減
げん

速
そく

機
き

=No. 8> バックホウの運
うん

転
てん

茜取
とり

扱
あつか

いに関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 走
そう

行
こう

レバーを操
そう

作
さ

する前
まえ

には、走
そう

行
こう

モータの位
い

置
ち

を必
かなら

ず確
かく

認
にん

する。

3� 軟
なん

弱
じゃく

地
ち

では、けん引
いん

力
りょく

を確
かく

保
ほ

するため、クローラベルトはやや緩
ゆる

めに張
は

る。

39 水
すい

中
ちゅう

で作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

は、旋
せん

回
かい

ベアリングやセンタジョイント等
とう

が水
みず

につからないようにす

る。

3< 岩
がん

盤
ばん

、岩
がん

石
せき

地
ち

等
とう

の不
ふ

整
せい

地
ち

では、ゴムクローラを使
し

用
よう

する。

=No. 9> 油
ゆ

圧
あつ

ショベルの点
てん

検
けん

茜整
せい

備
び

の留
りゅう

意
い

事
じ

項
こう

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 点
てん

検
けん

茜整
せい

備
び

は、稼
か

働
どう

時
じ

間
かん

と経
けい

過
か

日
にっ

数
すう

の両
りょう

方
ほう

が指
し

定
てい

された時
じ

期
き

に達
たっ

したときに行
おこな

う。

3� 点
てん

検
けん

茜整
せい

備
び

中
ちゅう

は、エンジンキーを抜
ぬ

き、運
うん

転
てん

席
せき

に点
てん

検
けん

整
せい

備
び

中
ちゅう

等
とう

の注
ちゅう

意
い

札
ふだ

をかけておく。

39 作
さ

動
どう

油
ゆ

の油
ゆ

量
りょう

点
てん

検
けん

は、エンジンを停
てい

止
し

してからM分
ふん

以
い

上
じょう

経
けい

過
か

し、油
ゆ

面
めん

レベルが落
お

ち着
つ

いてか

ら行
おこな

う。

3< 電
でん

気
き

系
けい

統
とう

を整
せい

備
び

するときは、バッテリの端
たん

子
し

をはずしてから行
おこな

う。
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=No. 10> 油
ゆ

圧
あつ

ショベルの故
こ

障
しょう

に関
かん

するN故
こ

障
しょう

内
ない

容
よう

OとN主
おも

な故
こ

障
しょう

原
げん

因
いん

Oの組
くみ

合
あわ

せとして次
つぎ

のうち、

適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

'故
こ

障
しょう

内
ない

容
よう

) '主
おも

な故
こ

障
しょう

原
げん

因
いん

)

34 全
ぜん

操
そう

作
さ

力
りょく

が不
ふ

足
そく

油
ゆ

圧
あつ

ポンプの摩
ま

耗
もう

3� クローラが左
さ

右
ゆう

とも走
そう

行
こう

しない センタジョイントの破
は

損
そん

39 油
ゆ

温
おん

が上
あ

がる オイルクーラの汚
よご

れ

3< アーム操
そう

作
さ

だけが作
さ

動
どう

しない 作
さ

動
どう

油
ゆ

量
りょう

の不
ふ

足
そく

=No. 11> ショベル系
けい

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の適
てき

性
せい

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 ショートリーチ型
がた

フェースショベルは、地
ち

下
か

等
とう

の狭
せま

い空
くう

間
かん

の掘
くっ

削
さく

に適
てき

している。

3� スーパーロングフロントを搭
とう

載
さい

したバックホウは、河
か

川
せん

浚
しゅん

渫
せつ

を陸
りく

上
じょう

部
ぶ

から行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

に適
てき

し

ている。

39 ローディングショベルは、機
き

械
かい

の設
せっ

置
ち

地
じ

盤
ばん

より下
か

方
ほう

の掘
くっ

削
さく

に適
てき

している。

3< オフセットブームを搭
とう

載
さい

したバックホウは、構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

に近
きん

接
せつ

して設
もう

けられる溝
みぞ

等
とう

の掘
くっ

削
さく

に適
てき

して

いる。

=No. 12> ショベル系
けい

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

による作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれ

か。

34 作
さ

業
ぎょう

場
ば

所
しょ

では、機
き

械
かい

をできるだけ水
すい

平
へい

に据
す

えて、掘
くっ

削
さく

や旋
せん

回
かい

時
じ

の安
あん

定
てい

を図
はか

る。

3� 軟
やわ

らかい土
つち

の掘
くっ

削
さく

は、バケットの掘
くっ

削
さく

角
かく

'刃
は

先
さき

と地
じ

面
めん

とのなす角
かく

度
ど

)を大
おお

きくして深
ふか

く掘
くっ

削
さく

す

る。

39 重
じゅう

掘
くっ

削
さく

以
い

外
がい

は、エンジン定
てい

格
かく

回
かい

転
てん

速
そく

度
ど

の 80 ％程
てい

度
ど

で作
さ

業
ぎょう

する。

3< 地
ち

下
か

水
すい

の出
で

やすい場
ば

所
しょ

では、掘
くっ

削
さく

箇
か

所
しょ

に向
む

かって9〜M％の下
くだ

り勾
こう

配
ばい

をつけて作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う。

=No. 13> バックホウによる作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 クローラの走
そう

行
こう

方
ほう

向
こう

を掘
くっ

削
さく

箇
か

所
しょ

に向
む

け、走
そう

行
こう

モータを後
うし

ろ側
がわ

にして掘
くっ

削
さく

する。

3� 大
おお

きな玉
たま

石
いし

等
とう

の掘
ほり

起
お

こしは、最
さい

初
しょ

に玉
たま

石
いし

の手
て

前
まえ

を掘
くっ

削
さく

する。

39 切
きり

羽
は

の掘
くっ

削
さく

深
ふか

さは、使
し

用
よう

機
き

械
かい

の最
さい

大
だい

掘
くっ

削
さく

深
ふか

さとするのが最
さい

適
てき

である。

3< 法
のり

面
めん

の整
せい

正
せい

は、アームとブームの複
ふく

合
ごう

操
そう

作
さ

で行
おこな

う。
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=No. 14> バックホウによるダンプトラックへの積
つみ

込
こ

み作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 ダンプトラックへの積
つみ

込
こ

み位
い

置
ち

は、バケットの旋
せん

回
かい

角
かく

度
ど

が小
ちい

さくなるように配
はい

置
ち

する。

3� ダンプトラックをバックホウに両
りょう

着
づ

けにすると、位
い

置
ち

づけのタイムロスが大
おお

きくなる。

39 大
おお

きな玉
たま

石
いし

等
とう

の積
つみ

込
こ

みは、細
さい

粒
りゅう

分
ぶん

を先
さき

に敷
し

き、その上
うえ

に玉
たま

石
いし

を積
つ

み込
こ

むとよい。

3< 掘
くっ

削
さく

積
つみ

込
こ

みは、シリンダをストロークエンドまで作
さ

動
どう

させないで行
おこな

う。

=No. 15> バックホウによる溝
みぞ

掘
くっ

削
さく

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 溝
みぞ

掘
くっ

削
さく

の作
さ

業
ぎょう

範
はん

囲
い

は、垂
すい

直
ちょく

にしたアームから手
て

前
まえ

60 度
ど

が有
ゆう

効
こう

範
はん

囲
い

である。

3� 溝
みぞ

底
そこ

の整
せい

形
けい

では、機
き

体
たい

が掘
くっ

削
さく

した箇
か

所
しょ

を跨
また

いだ状
じょう

態
たい

で前
ぜん

進
しん

すると土
ど

砂
しゃ

の崩
ほう

壊
かい

や転
てん

落
らく

の危
き

険
けん

性
せい

がある。

39 浅
あさ

い溝
みぞ

の掘
くっ

削
さく

は、掘
くっ

削
さく

の進
しん

行
こう

に応
おう

じて機
き

体
たい

を後
こう

退
たい

させながら順
じゅん

次
じ

掘
くっ

削
さく

を進
すす

めていく。

3< バケット幅
はば

の�倍
ばい

以
い

上
じょう

の溝
みぞ

幅
はば

の掘
くっ

削
さく

は、機
き

体
たい

を左
さ

右
ゆう

に移
い

動
どう

して溝
みぞ

の両
りょう

側
がわ

を所
しょ

定
てい

の深
ふか

さまで

掘
ほ

ってから中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

を掘
くっ

削
さく

する。

=No. 16> バックホウの作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 地
じ

ならしは、バケットの底
てい

部
ぶ

を接
せっ

地
ち

させた状
じょう

態
たい

で左
さ

右
ゆう

に旋
せん

回
かい

させて行
おこな

う。

3� 掘
くっ

削
さく

は、機
き

械
かい

の作
さ

業
ぎょう

範
はん

囲
い

を取
とり

扱
あつかい

説
せつ

明
めい

書
しょ

等
とう

で確
かく

認
にん

し、すかし掘
ぼ

りにならないように注
ちゅう

意
い

す

る。

39 急
きゅう

な法
のり

面
めん

等
とう

の高
たか

い地
じ

盤
ばん

から下
か

部
ぶ

の掘
くっ

削
さく

を行
おこな

う場
ば

合
あい

は、上
うえ

から順
じゅん

に掘
くっ

削
さく

する。

3< 硬
かた

い地
じ

盤
ばん

の法
のり

切
き

りは、バケットで少
すこ

しずつ削
けず

りながらかき落
お

とす。

=No. 17> ワイヤロープ式
しき

クラムシェルによる作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないも

のはどれか。

34 掘
くっ

削
さく

場
ば

所
しょ

が深
ふか

く、運
うん

転
てん

者
しゃ

から掘
くっ

削
さく

面
めん

が見
み

えない場
ば

合
あい

は、合
あい

図
ず

者
しゃ

をつける。

3� 掘
くっ

削
さく

時
じ

に重
おも

い荷
に

を吊
つ

り上
あ

げる場
ば

合
あい

は、できるだけブームを倒
たお

した状
じょう

態
たい

で行
おこな

う。

39 掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

でのバケットの巻
まき

上
あ

げは、バケット開
かい

閉
へい

ロープを緩
ゆる

めないで行
おこな

う。

3< バックホウでは困
こん

難
なん

な深
ふか

さの水
すい

中
ちゅう

掘
くっ

削
さく

を行
おこな

う場
ば

合
あい

に選
せん

択
たく

する。

=No. 18> クレーン機
き

能
のう

付
つ

き油
ゆ

圧
あつ

式
しき

ショベルによるクレーン作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、

適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 過
か

負
ふ

荷
か

防
ぼう

止
し

装
そう

置
ち

等
とう

の安
あん

全
ぜん

装
そう

置
ち

が作
さ

動
どう

することを確
かく

認
にん

してから行
おこな

う。

3� 車
しゃ

両
りょう

系
けい

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

運
うん

転
てん

技
ぎ

能
のう

講
こう

習
しゅう

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

であれば操
そう

作
さ

できる。

39 10 分
ふん

間
かん

の平
へい

均
きん

風
ふう

速
そく

が 10 m/s 以
い

上
じょう

の強
きょう

風
ふう

時
じ

には作
さ

業
ぎょう

を中
ちゅう

止
し

する。

3< 軟
なん

弱
じゃく

地
ち

では、敷
しき

鉄
てっ

板
ぱん

で養
よう

生
じょう

するなど、機
き

体
たい

を安
あん

定
てい

させて行
おこな

う。
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=No. 19> 油
ゆ

圧
あつ

圧
あっ

砕
さい

機
き

を装
そう

着
ちゃく

した油
ゆ

圧
あつ

ショベルによる破
は

砕
さい

作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

34 油
ゆ

圧
あつ

圧
あっ

砕
さい

機
き

により破
は

砕
さい

物
ぶつ

を積
つ

み込
こ

む場
ば

合
あい

は、片
かた

荷
に

にならないよう荷
に

台
だい

に平
へい

均
きん

に積
つ

み込
こ

む。

3� 作
さ

業
ぎょう

は、バケットシリンダをストロークエンドまで伸
の

ばした状
じょう

態
たい

では行
おこな

わない。

39 ビル等
とう

の解
かい

体
たい

工
こう

事
じ

では、機
き

械
かい

の自
じ

重
じゅう

以
い

上
じょう

の荷
か

重
じゅう

が床
ゆか

にかかることがあるため、床
ゆか

の強
きょう

度
ど

を

確
かく

認
にん

しておく。

3< バケットによる掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

に比
くら

べ作
さ

動
どう

油
ゆ

の劣
れっ

化
か

が著
いちじる

しいため、作
さ

動
どう

油
ゆ

やフィルタエレメント等
とう

は早
はや

めの交
こう

換
かん

が必
ひつ

要
よう

である。

=No. 20> 下
か

記
き

の条
じょう

件
けん

でバックホウ4台
だい

により掘
くっ

削
さく

積
つみ

込
こ

み作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

、4時
じ

間
かん

当
あ

たりの作
さ

業
ぎょう

量
りょう

'地
じ

山
やま

土
ど

量
りょう

)として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

'条
じょう

件
けん

) 4サイクル当
あ

たりの掘
くっ

削
さく

量
りょう

'地
じ

山
やま

土
ど

量
りょう

)：0.4 m3

土
ど

量
りょう

換
かん

算
さん

係
けい

数
すう

：1.0

作
さ

業
ぎょう

効
こう

率
りつ

：0.5

4サイクル当
あ

たりの所
しょ

要
よう

時
じ

間
かん

：30 秒
びょう

34 6 m3/h

3� 24 m3/h

39 48 m3/h

3< 96 m3/h
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